
成城大学 2025年度 学部別選抜（A方式） 

2月5日：地理 

 

■解答例 

 

 

〈注意事項〉 

ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。 

 

 

Ⅰ 問１ １ 電子商取引 ２ PM2.5  ３ パリ協定  ４ カーボンニュートラル 

     ５ 国際分業 

   

問２ 自動車が一部の富裕層を超えて一般の人びとの生活必需品になること 

 

問３ (1) ドイツ：ウ 日本：イ  (2) ｃ 

 

問４ (1) コンパクトシティ    (2) c・d・f (順不同) 

 

問５ モーダルシフト 

 

問６ 為替の変動を受けて製品価格が変動しやすい。 

   生産国の災害や政情不安などの影響を受けやすい。 

   一国で生産や物流が止まると分掌している全体の生産が影響を受ける。 

   輸送コストがかかる。 

    ※ これらのうち、３つを述べる。 

 

Ⅱ 問１ １ 雨温図 ２ 樹林 ３ 温 

   

問２ (1) (a)  ウ   (b)  ア  (c) イ   (d) エ 

(2) ステップ気候 

(3) スコール 

 

問３ (1) ツンドラ気候  (2) 長草草原 

 

問４  (1)  暖流である北大西洋海流が流れるため冬も温暖である。 

  (2)  c 

(3) 偏西風・貿易風（順不動） 

 

 

Ⅲ 問１ １ 集  ２ 輪中  ３ 過疎  ４ ドーナツ  ５ 限界 

   

問２ c・e (順不同) 

 

問３ (1)  北海道：③  千葉県：①  大阪府：② 

 (2)  ｃ 

 

問４ (1) 住宅や工場が無秩序に郊外に広がっていく現象 

 (2) b 

 

問５ (1)  グリーンツーリズム 

 (2)  a・d （順不同） 

 



 

Ⅳ 問１ １ a  ２ e  ３ ｇ  ４ ｊ  ５ ｎ 

   

問２ 高温乾燥の夏は商業的にオリーブやブドウ、かんきつ類など、湿潤温暖な冬は自給的

にコムギなどを栽培する。 

 

問３ イタリア：⑤  ギリシャ：③  スウェーデン：①  フランス：④   

   ブルガリア：② 

 

問４ (1) ブルーバナナ（青いバナナ） 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問６ ① EU加盟国間の経済格差、移民(外国人労働者)や移民の扱い、加盟国の主体的政治 

   ② 経済運営の問題、EUのヨーロッパ東方諸国への拡大にともなうロシアの干渉問題 

     ※ これらのうち、２つを述べる。 

 

NATO加盟国とその周辺 

ヨーロッパの主な工業地域 



 

■出題意図 

 

Ⅰ  「現代世界の系統地理的考察」から出題 

世界を結ぶ交通・輸送の現状や、現在の交通・輸送に関する課題に関する理解度を問う。 

 

Ⅱ    「現代世界の系統地理的考察」から出題 

世界の気候の成り立ちや気候因子・気候区分に関する理解度を問う。 

 

Ⅲ    「現代世界の系統地理的考察」から出題 

日本の村落の形態と機能、都市圏の拡大と都市の構造に関する理解度を問う。 

 

Ⅳ    「現代世界の地誌的考察」から出題 

ヨーロッパの多様な民族と文化、それらに起因する諸課題に関する理解度を問う。 


